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Abstract 近年、都市化や核家族化の影響により地域のコミュニティは薄れ、高齢者の孤立の一因となって

いる.社会との接点を持ちにくい高齢者にとって、社会参加や自己実現、生活の見守りのためにIC
T技術を利用することは非常に有効である. しかし、高齢者にとってICT機器は大きな障壁となり、
大きな問題として挙げられるのがユーザインターフェイスである.本研究では、高齢者が抵抗無く
使えるユーザインターフェイスの開発を目的とする. まずは既存サーピスのユーザインターフェイ
スを調査し、現状の問題点を明らかにし、それを踏まえて高齢者が今までの生活の中で慣れ親し
んだ、居舗での買い物の演出を取り入れることで高齢者の抵抗を減らすことができると仮定し、
インターフェイスの開発を行った. 高齢者にも使い易い操作デバイスを吟味し、テレビリモコンを
用いたユーザインターフェイスとタブレットデバイスを用いたユーザインターフェイスを作成し
、高齢者を対象に評価実験を行い、評価を行った.実験とインタピ、ューの結果、テレビリモコン
を用いた方は操作に混乱をきたす高齢者が多く課題が残ったが、直感的な操作であるタブレット
デバイスを用いた方は混乱も少なく好感を持って受け入れられた高齢者に抵抗の少ないインター
フェイスの開発において、直感的な操作法、慣れ親しんだ演出を取り入れることが有効であると
証明できた.
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買い物サービスにおける

高齢者向けユーザーインタ-フェイスの実現

内容梗概

近年、都市化や核家族化の影響により地域のコミュニティは薄れ、高齢者の孤

立の一因となっている.社会との接点を持ちにくい高齢者にとって、社会参加や

自己実現、生活の見守りのために ICT技術を利用することは非常に有効である.

しかし、高齢者にとって ICT機器は大きな障壁となり、大きな問題として挙げら

れるのがユーザインターフェイスである.本研究では、高齢者が抵抗無く使える

ユーザインターフェイスの開発を目的とする.まずは既存サーピスのユーザイン

ターフェイスを調査し、現状の問題点を明らかにし、それを踏まえて高齢者が今

までの生活の中で慣れ親しんだ、居舗での買い物の演出を取り入れることで高齢者

の抵抗を減らすことができると仮定し、インターフェイスの開発を行った.高齢

者にも使い易い操作デバイスを吟味し、テレビリモコンを用いたユーザインター

フェイスとタブレットデバイスを用いたユーザインターフェイスを作成し、高齢

者を対象に評価実験を行い、評価を行った.実験とインタピ、ューの結果、テレビ

リモコンを用いた方は操作に混乱をきたす高齢者が多く課題が残ったが、直感的

な操作であるタブレットデバイスを用いた方は混乱も少なく好感を持って受け入

れられた高齢者に抵抗の少ないインターフェイスの開発において、直感的な操

作法、慣れ親しんだ演出を取り入れることが有効であると証明できた.
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Realization of User Interface for Aging People 

on an Online Shopping Service 

Abstract 

In recent years, isolation of the elderly has been caused by the fading of com

munity in areas influenced by urbanization and trend towards nuclear families. 

For elderly people who have less contact with society, using IT as a tool for self

actualization would be very effective. However for elderly people, IT apparatus, 

particularly the user interface, is still a big obstruction. The aim of this research 

is to develop an user interface that elderly people can use without resistance. The 

interface was developed with the hypothesis that elderly people's resistance to

wards IT wo uld decrease by emulating shopping stores , familiar to elderly people . 

the Developed a remote controller user interface and a tablet device user inter

face, and evaluated through an evaluation experiment for elderly people . Results 

from experiments showed that many elderly people who were still confused by 

the operat ions on the remot e control. In contrast though, the t ablet device was 

intuitive, caused less confusion, and was more favorable among the elderly. It 

was proved that for the development of interfaces for elderly people, introduc

ing intuitive methods for operation and emulating a style that the elderly were 

familiar with was effective. 
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